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（14） － 57 －
例４（＝例１の一部）もう一けりと、ハヤブサがこうげきの姿勢をとったと
き、さっと、大きなかげが空を横切りました。／残雪です。／
　この例も、一瞬何かわからないが、直後に「残雪です」と、簡潔に種明か
しがなされる。表現に切れが出る。なお、見たままを書いている、つまり認
識の在り方にかなり忠実に表現している、という側面もある。表現と理解（認
識）は、不即不離の関係にある。
　ハヤブサと対決する場面以外であれば、作品の主題に関わる修辞はある。
末尾の、次のような表現である。
例５）大造じいさんは、花の下に立って、こう大きな声でガンによびかけま
した。そうして、残雪が北へ北へと飛び去っていくのを、晴れ晴れとした顔
つきで見守っていました。
　いつまでも、いつまでも、見守っていました。（末尾）
　これは、反復のうちの「畳語法」（中村2007：p.210）である。シンプルな
表現だが、残雪に対するじいさんの思い（≒主題）が、と言うより思いがあ
ることが、よく伝わってくる。主題を云々するのは、大昔の国語教育のよう
で気恥ずかしい面はあるが、「伝え合う力」をつけることも国語教育の目標
であるとしたら（指導要領に書かれている）、作者から読者へ伝えたい“何か”
も重視すべきである。それが主題というわけだが、『ガン』においては、そ
れはじいさんの残雪を敬愛する気持ちだと思う。その思いの深さを、「いつ
までも、いつまでも」は象徴していると考える。
　以上、実例を用いて、Ａ～Ｃの観点による分析を説明した。対象が文学的
文章であったので、観点Ｄの言語論理教育については説明できなかった。本
当はできるのかもしれないが、少なくとも私の理解では、できない。という
ことで、Ｄについては省略する。
５．おわりに
　以上が、内容開発の授業実践に伴って整備された、文章分析の観点である。
　初めに述べたように、一つ一つの観点はとくに新しいものではない。が、
最小限必要なものを厳選していること、実際の教材分析によって鍛えられて
いることなどによって、少しは意味のあるものであると思う。
　最後に一つ強調したいことは、“比較”することの重要さである。ガ対ハ
もそうだが、修辞技法の効果を考えるときにも、例えば先の「白い雲の辺り
（15）－ 56 －
から、何か一直線に落ちてきました」は、「…一直線に飛んできました」と
比較すれば、鋭さがまったく違うことがよくわかるだろう。
　何かの参考にしていただければ幸いである。
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